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富
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

二
上
山
の
ふ
も
と
の
メ
タ
リ
ツ
ク
な
光
を
放
つ
壮
大

な
建
物
、
今
、

こ
こ
で
明
日
の
富
山
を
担
う
新
し
い
生

命
が
胎
動
し
て
い
ま
す
。

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
四
月
こ
れ
ま
で
の
工

業
試
験
場
と
繊
維
工
業
試
験
場
を
組
織
的
に
統
合
し
て

で
き
ま
し
た
(
図
1
)。
七
月
、

二
上
に
オ
ー
プ
ン
し
た

の
は
、
こ
の
中
枢
的
役
割
を
果
た
す
企
画
管
理
部
と
中

央
研
究
所
で
す
。
従
来
の
地
場
産
業
の
技
術
を
向
上
さ

せ
、
新
素
材
・
光
応
用
技
術
・
情
報
な
ど
の
新
し
い
技

術
の
研
究
を
推
し
進
め
ま
す
。

③
実
験
棟

共
同
の

応
用
研
究
が
で
き
ま

す
。
大
型
試
験
機

・

実
験
機

・
加
工
機
械

が
並
び
、
従
来
か
ら

の
木
材

・
機
械

・
精

密
・プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

塗
装
加
工

・
包
装
材

料
の
実
験
を
す
る

一

方
、
光
応
用

・
光
計

測
と
い
う
新
し
い
分

野
の
実
験
も
行
い
ま

す
。

④
技
術
開
発
館
研
修
室
は
午
後
九
時
ま
で
使
用
て
き
、

終
業
時
後
の
各
業
種

・
分
野
の
研
修
活
動
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
二
階
に
は
、
特
許
広
報
室
が
あ
リ
ま

す
。
こ
こ
に
は
特
許
広
報
十
万
冊
を
納
め
ま
し
た
。
ま

た
情
報
器
機
室
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
た
た
け
ば
欲
し

い
情
報
が
出
て
き
ま
す
。

日
本
特
許
情
報
セ
ン
タ

ー
や
日
本
科
学
技
術
情

報
セ
ン
タ
ー
へ
も
オ
ン

ラ
イ
ン
て
き
、
技
術
情

報
の
収
集

・
加
工

・
提

供
、
新
技
術

・
新
製
品

の
紹
介
の
場
で
す
。

⑤
そ

の

他

研
究
て
疲
れ
た
頭
は
中
庭
の
よ
う
な
テ
ク

ノ
プ
ラ
ザ
で
い
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

は
憩
い
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
大
型
機
械
の
屋
外

展
示
場
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

A木材加工機

ま
た
、
よ
リ
優
れ
た
研
究
開
発
の
た
め
に
当
セ
ン
タ

ー
で
は
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
使
っ
た
数
ミ
ク
ロ
ン
の
微

少
な
測
定
か
ら
、
巨
大
な
機
械
を
使
っ
た
実
験
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
験
研
究
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
支
え
る
の
が
、

L
A
N
(
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
)
で
す
。
こ
れ

は
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
と
各
室
に
あ
る

端
末
と
を
光
フ
ァ
イ
バ

ー
ケ
ー
ブ
ル
て
結
ん
だ

も
の
で
、
情
報
伝
達
に

大
き
な
力
を
発
樺
し
ま

す
。

企憩いの場テクノプラザ

企レーザー装置企大型試験機...共同研究室

高
岡
二
上
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
企
画
管
埋
部
及
び
中
央
研
究
所
は
、
今
後
隣
接
す

る
高
岡
技
術
短
期
大
学
な
ど
の
学
術
機
関
や
民
間
企
業

と
の
連
携
を
深
め
、
富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
の
た
め

の
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
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オ
ー
ブ
ン
記
念
行
事
と
し
て
ロ
日
(
土
)
l
H
日
(
月
)

ま
で
、

F
M
S
展
(
多
品
種
少
量
生
産
に
マ
ッ
チ
し
た

生
産
シ
ス
テ
ム
)
、

C
A
D
展
(
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
支
援

に
よ
る
設
計
)
、

A
I
(
人
工
知
能
)
と
C
A
E
(
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
支
援
に
よ
る
設
計

・
製
造
シ
ス
テ
ム
)
、

L

A
N
展
、
試
作
品
展
、
県
内
工
業
、
工
芸
製
品
展
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、

U
H
(
日
)
日
日
(
月
)
に
は
、

F
A
(
工

場
自
動
化
)
に
つ
い
て
の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

「総務課
企画管理部(高岡市)→ A 

」 企画情報課

「 応用技術課

ト 材料技術課
中央研究所(高岡市)→

ト 生産技術課

」 工芸技術課

「 製品開発課
繊維研究所(福野町)→

」 生産技術課

富山研究所(富山市)

当
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、
研
究
員
に
よ
る
独
自
の
研

究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
企
業
に
移
転
す
る
こ
と
。
企

業
か
ら
の
依
頼
試
験
を
行
う
こ
と
。
企
業
と
の
共
同
研

究
を
行
う
こ
と
で
す
。

施
設
の
概
要

①
管
理
棟

管
理
棟

一
階
に
は
玄
関
ホ
ー
ル、

二
階
に

は
技
術
指
導
室
、
客
員
研
究
室
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

玄
関
ホ
ー
ル
は
、
ゆ
っ
た
リ
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
あ
リ
、

工
業
製
品
等
の
展
示
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
技
術
指
導

室
で
は
、
各
種
の
技
術
指
導
が
行
わ
れ
、
企
業
か
ら
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
特
に
客
員
研
究
室
は
、
全
国
か
ら

優
秀
な
技
術
者
や
そ
の
研
究
開
発
分
野
の
専
門
家
を
招

き
、
技
術
指
導

・
技
術
開
発
の
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う

た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

②
共
用
開
放
試
験
棟

こ
こ
で
は
、
企
業

と
共
同
て
基
礎
研
究
を
行
い
ま
す
。一

階

は
物
理
系
の
研
究
が
中
心
で
、
精
密
測
定

室
や
工
業
計
測
室
等
が
あ
リ
ま
す
。
二
階

で
は
、
新
素
材
の
研
究
な
ど
を
行
い
、
温

度
・
湿
度
を

二
疋
に
保
つ
恒
温
恒
湿
室
等

が
あ
リ
ま
す
。
三
階
は
化
学
実
験
用
で
、

有
害
ガ
ス
処
理
装

置
を
設
け
、
公
害

を
出
さ
な
い
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
階
に
は

技
術
相
談
室
が
設

け
ら
れ
企
業
か
ら

の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

10 

図 1
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〈富山県工業技術センタ一位置略図〉

工業技術センター
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交通:加越能鉄道パス

高岡駅発(4番のりば)短大経由城光寺

球場行(約16分)

短大前下車徒歩3分

高岡市二上150番地 T E L 0766 (21) 2121 


